

















第 5 1 0 0 号
昭和 55 年 10 月 28 日


















体として Ag 2Se-Ag 3P0 4系 ， Ag2S-Agj" 7Te-Ag4P 20 7系などを用いて濃淡電池を構成して充放電
を行い， XMA , IMA などの分析結果から過電圧と電子導電率やイオン導電率の関係を明らかにして
最適系を見出している口また各種固体電解質のイオン導電率および雰囲気による影響などの検討を行
って， Ag61 4W0 4 が最も安定であることを確認している。これらの混合導電体と固体電解質の組合わ
せについて検討し ， Ag/ Ag61 
端子構造のセルの方が，特性的に優れていることを見出し，電位記憶素子として実用化している。さ























オン導電率，安定性などを詳細に検討して， Ag2Se-Ag3PÜ 4 固溶体を電極とし ， Ag61 4WÜ 4 を電解
質として組み合わせた電位記憶素子を開発している。なおこれらの結果をもとにして Ag4P P7系の
固体電解質ヘ Cu 2S を添加したものが，可変抵抗素子の抵抗材料に応用できることも見出し，固体
電解質を電気化学的機能素子として 新しくエレクトロニクスの分野への応用を展開している。
~3) リチウムを負極とする非水電解液系の高エネルギー密度電池の正極材料として，極めて経済的に
有利な無水二酸化マンガンを採用しようとする独創的な研究で 二酸化マンガンの加熱脱水処理の
条件と電池特性の関係を明らかにし，さらにこの型の電池の放電反応は，リチウムイオンのマンガ
ン酸化物中への固相拡散によるとの新しい機構を提示している。なおこの型の電池の成形法を種種
検討して，小型精密機器用の電源としてボタン型，扇平型，小筒型などの極めて小型でF高エネルギ
ー密度を有する電池の開発を展開している。
以上の研究成果は，電気化学の基礎ならびに工業的応用の発展に寄与するところが大きい O よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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